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（平成 28 年 11 月 21 日受付/平成 29 年 1 月 27 日受理）
要約：戦略的国際交流が求められる今日，海外の日本庭園の運営もそれぞれの国や地域にみあったグローバ
ルな構築が望まれる。オーストラリアは公開日本庭園 33 庭園中，姉妹都市が契機となり造園したものが 24
















































































































　以上のインターネット上の情報調査は，2016 年 10 月 15













8 庭園，1990 年代に 14 庭園が開園している。33 庭園の運
営はオーストラリアの州・市などの自治体やそれらが管轄
する市民団体，国立大学，在豪日本大使館で民間企業や個







12 庭園，次が植物園内 9 庭園，その他 12 庭園は，動物園，大
学や高校，ギャラリーなど，何らかの施設に附属しており，
庭園が単独で存在するのはカウラ日本庭園のみである。
　庭園の規模をみると，10000 m2 を超える庭園が 6 庭園
あり，面積が最大であるカウラ日本庭園は 50000 m2 であ

















29 庭園，オーストラリア国立大学が 1 庭園，在豪日本大使
館が 1 庭園で，運営主体のフェイスブックページでの掲載
が 1 庭園，民間の観光案内が 1 庭園で，それぞれの庭園の






























の内 2 庭園は附属する公園マップに庭園名が記載，1 庭園
は庭園写真掲載（名称記載無し）のみであった。
　庭園説明文を掲載する 21 庭園中，日本庭園に関する説
明ページを単独で 1 ページ以上もつものは 15 庭園（71％）










た。上位 2 庭園が 1000 ワード以上と突出しているが，ど
ちらも造園の経緯について 200 ワード以上と他と比べて多








載する 21 庭園中の 85％を占めている。
　①造園経緯について説明しているところ 18 庭園は全て
姉妹都市日本庭園で全姉妹都市日本庭園 24 庭園の 75％と
高い割合である。姉妹都市締結が契機になったことや姉妹
都市締結の周年記念事業であることなどが掲載されてい























載する庭園の平均は 111 ワードと 2 番目に多い。Jpanese 
Garden─Tamborine Mountain Botanical Garden（以下タ
ンボリン植物園日本庭園）では室町時代に関して 207 ワー





　⑥姉妹都市については 3 庭園（14％）と 6 分類中で最も




































の最高は 44 点，最低は 1 点であった。その内 10 点以上の
掲載は 5 庭園（15％），9～5 点は 4 庭園（12％），5 点未満
が 15 庭園（46％），内 1 点のみの掲載は 8 庭園（25％）で，









真は 1 点であるが 6 分 20 秒の音声ガイド付きの動画で見
られるようになっていた。
　写真内容は，池を中心にした庭園の全景が9庭園（37％），
次いで，橋 5 庭園（20％），灯篭 4 庭園（16％），四阿 3 庭
園（12％）の順であった。その他には門，石，鯉，茶室，
築山，塀，鳥居，造園工程，鯉のぼりが掲載されていた。
写真 1 点のみの掲載 8 庭園を見ると池 3 点，灯篭 3 点，四






























　検索結果画面の 1 ページ目には 9 件の情報があるが，そ
の中で 5 件がカウラ日本庭園で，1 件が寿楽園で，最初の
1 ページ目にはこの 2 庭園の情報がみられた。2 ページ目
には Japanese Garden & Tea House（以下キャンベルタ
ウン日本庭園），大沢野日本庭園，逍遥園であった。3 ペー






















































































































































　32 庭園の平均は 4.4 であった。平均を上回る 5 ポイント
以上が 14 庭園（43％）で，この内 10 庭園が姉妹都市日本庭
園であった。一方で 4 ポイント未満は 18 庭園（56％）で，
この内 14 庭園が姉妹都市日本庭園であった。0 ポイント





























　A グループは数値が 10 以上で，インターネットを活用
した広報を積極的に行っている。カウラ日本庭園を筆頭に





































7 種のワードが 14 庭園（66％），「感覚」は 6 種のワードが
10 庭園（47％），「構成」は 7 種のワードが 16 庭園（76％），
「利用」は wedding の 1 種のワードが 8 庭園（38％）で使
用されていた。最も多いのが「象徴」としての traditinal





していたのは逍遥園の 44 点で，掲載している 1 庭園当た
りの平均は 6.6 であった。写真の内容は，全景が 9 庭園

































































































年 11 月 8 日）
9）　Active Users By Social Platform 2016，〈http : //wearesocial. 
com/sg/special-reports/digital-2016〉（最終アクセス 2016
























Summary：These days,  there  is a need  for strategic management of  International relationships.   The 
management of Japanese gardens outside Japan is desirable as a global structure which corresponds to 
each county and area.  In Australia, 24 Japanese gardens (exceeding 70% of the total) were made through 
relationship of sister city.    It  is characteristic that Japanese gardens  in Australia are managed by the 
local government or a citizen’s group, other than the 2 gardens owned by the Japanese Embassy and the 
national university.  In this study, we clarified the present conditions of public relations that utilized the 
Internet, which  is one of  the  important elements of garden management,  and considered  the  future 
direction of management  in  the  international cultural  relationship concerning  the 33 public Japanese 
gardens  in Australia.   We researched such  factors as position and content, and quantified  the result 
experimentally.  We can set out 4 types in which “an active public relations＝an active strategy”, A type 
(4 gardens)  :  they can becomes tourist attractions  in  the area, B type  (10 gardens)  :  they are used by 
citizens daily and suggest tourist attractions, “As a passive public relations＝an passive strategy”, C type 
(13 gardens)  :  they keep the presence as a symbol of  the Japan-Australia relationship, and D type  (6 
gardens)  :  they  introduce  only  the garden name as  the  obligation  of  a  Japan-Australia  exchange.  
Concerning Japanese gardens  in Australia, active public relations and passive public relations are the 
extremes.  We could clarity whether the public relations that utilized the Internet in half or more of the 
Australian  Japanese gardens  could accomplish  the  role  as  a place  for  furthering understanding of 
Japanese culture through passive public relations in the Japanese garden.
Key words：Japanese garden, Japanese garden outside of Japan, Internet, Public relations, Management, 
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